
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 埼玉県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 鴻巣市立鴻巣東小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １４
２４

児童数 ６１ ７０ ６０ ５５ ６４ ６８ １２ ３９０

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

一人一人がわかる喜びを味わえる授業の創造
－ 個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善 －

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・ 年～ 年・算数科1 6
児童の理解の状況に差が出やすい教科であるため。

・ 年～ 年生・理科3 6
教科の系統性を踏まえた質の高い授業の実現を図るため。

・１年～ 年生・音楽科6
教科の系統性を踏まえた質の高い授業の実現を図るため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ 個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善
○ 仮説

平 仮説１
成 ・ 個に応じたきめ細かな指導を充実させることにより、基礎的・基本的

な内容の確実な定着が図れる。15
年 仮説２
度 ・ 評価を生かした指導を工夫し 児童にわかる喜びを味わわせる。

○ 研究の内容・方法
・ 習熟度別指導の指導方法・指導体制の工夫
・ 教科担任制の効果的な指導方法
・ 児童の実態の把握（学力テスト・意識調査）
・ 評価の工夫（指導と評価の一体化）
・ 指導前・指導中・指導後の評価

○ テーマ 個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善
○ 仮説

平 仮説１
成 ・ 個に応じたきめ細かな指導を充実させることにより、基礎的・基本的

な内容の確実な定着が図れる。16
年 仮説２
度 ・ 評価を生かした指導を工夫し 児童にわかる喜びを味わわせる。

※ １年次の研究を更に深め、仮説の検証をしていく。
○ 研究の内容・方法
・ 習熟度別指導の指導方法・指導体制の工夫
・ 教科担任制の効果的な指導方法
・ 興味・関心別、課題選択別指導の工夫
・ 児童の実態の把握（学力テスト・意識調査）
・ 評価の工夫（指導と評価の一体化）

指導前・指導中・指導後の評価



( ) 研究推進体制3

研修推進委員会 全体会 低学年ブロック

中学年ブロック

授業開発部 （仮説１の実証） 高学年ブロック

評価方法研究部（仮説２の実証） 理科・音楽ブロック

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

（算数科）コース別指導を実践して
・ 学習が好きになった児童が、当初の実態調査の結果より１０％増え約８０％
になった。

・ 児童の興味・関心が高まり、学習に対して一層意欲的になり、自信をもって
取り組むようになった。 ・

・ 自分と友達の解決方法の異同がわかるようになり、児童同士で活発な意見交
換ができるようになった。

・ 問題解決過程を自ら振り返ることができるようになった。
（理科）教科担任制を実践して
・ 実験の予想や計画を立てる段階で，既習学習を想起して取り組めるようにな
った。

（音楽科）教科担任制を実践して
・ 個に応じたきめ細かな指導をしたことにより、演奏や歌唱の技能が向上し
た。

２．今後の課題

（算数科）
・ 単元や児童の実態に合った、習熟度別指導の指導計画や評価の工夫を図り、
きめ細かく個に応じた指導の深化・充実を図る。

・ 補充的指導や発展的指導の更なる充実を図る。
・ 個人カルテを作成し、児童一人一人の追跡調査をする。
（理科）
・ 課題別、興味・関心別グループ指導に適した教材の開発。
（音楽科）
・ 基礎的な技能の確実な習得を図る授業の充実。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・ 教研式標準学力検査（ ) （４年生）CRT
・ 自作「学力テスト （全学年）７月・２月」
・ 自作「児童の学習に対する意識調査」７月・１１月・２月

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・ 研究授業の公開（６月・１０月・１月）
・ 研究のまとめ 教員への公開（鴻巣市の小・中学校）
・ 研究紀要をホームページに掲載。
・ 学校だよりに学力向上フロンティアスクールとしての取り組みを掲載し、ホ
ームページに掲載。

・ 学力向上フロンティアティーチャーとして、他校への校内研修の指導を通し
て成果を普及



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校÷

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級÷

２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導÷ ÷
一部教科担任制 その他÷

【研究教科】 国語 社会 算数 理科÷ ÷
生活 音楽 図画工作 家庭÷
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無÷
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